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●ボランティアグループ紹介（２面）　●職員震災派遣報告第２弾（２面）
●地域の活動レポート（３面） 　　　  ●相談会のお知らせ（４面）

　市内33地区において敬老会が開催されました。  
　今年は震災や台風などの大災害が発生し、『住民同士のつながり』の大
切さがあらためて見直されています。
　敬老会においても、参加された皆さんがご近所と顔を合わせ、楽しく過
ごしていただく事で、地域のつながりが深まればと願っています。
　各地区では残暑厳しい中、暑さを忘れる様な多彩な催しで賑わいました。

～地域のつながりを大切に～

平成23年度 敬 老 会
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
あ
じ
さ
い
」の
紹
介

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
あ
じ
さ

い
」
は
、
保
健
所
主
催
の
介
護
講
座

卒
業
生
有
志
が
、
学
ん
だ
こ
と
を
何
か

実
際
に
役
立
て
ら
れ
な
い
か
と
考
え
、

１
９
９
１
年
８
月
に
結
成
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、〝
高
齢
者
介
護
の
お
手
伝

い
〞を
主
た
る
活
動
目
的
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
介
護
保
険
の
導
入
に
よ
り
、

結
成
当
初
の
役
割
は
軽
減
さ
れ
、
活
動

範
囲
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か

ら
要
請
の
あ
る
も
の
全
般
と
し
て
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
超
高
齢
時
代
を
目
前
に
、

今
後
は
よ
り
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

必
要
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
毎
年
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
で
仲
間
を
増
や
す
努
力
を
し
、
併

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
あ
じ
さ
い
」の
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
紹
介

ボランティア講座の様子

　ボランティアグループ
「あじさい」では会員さん
を募集しています。一緒
に活動をしてみません
か。
問い合わせはボランティ
アセンターまで

℡ 627－0086

せ
て
介
護
に
つ
い
て
の
勉
強
も
続
け
て

い
ま
す
。

　『
出
来
る
と
き
に
、
出
来
る
こ
と

を
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
無
理
を
せ
ず
、

長
く
続
け
ら
れ
る
活
動
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
定
例
会
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日

午
前
10
時
か
ら
、
福
祉
文
化
会
館
４
階

社
協
会
議
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　茨木市社協からは２回目の職員派遣として、
７月中旬に、宮城県南三陸町災害ボランティ
アセンターでの支援活動に参加しました。
　現地は、避難所から仮設住宅への移行時期
で、新たな仮設住宅が次々に建設され、入居が
進んでいました。
　地震と津波で家や仕事場を失い、地域コ
ミュニティも崩れた中、新たに仮設住宅での
生活に不安を抱きながらも、これまでに地域
を支えてきた『人と人がつながり支え合う関係』は絶えることなく、強い絆で結
ばれていました。
　茨木市におきましても、南三陸町の皆さんに負けないくらい、各地域の特色
を活かした活動が展開されています。人と人とのつながりを大切にすることが、
近隣や地域で安心して住み続けられるまちづくりや、災害等への準備になると

考えます。
　被災地には、これからも長期的支
援が必要で、離れていてもこの大災
害を風化させない事が大切です。
　皆様には、これからも『何かでき
ることはないか』という思いを持ち
続け、地域活動に参加するなど、一
人ひとりができることから始めて欲
しいと思います。

会員募集

祉
協
議
会
等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
茨
木
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
る

配
分
金
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
貴
重
な
財
源

と
し
て
、
児
童
養
護
施
設
へ
の
支
援
や
リ
フ

ト
付
き
自
動
車
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
、
広
報
紙

「
福
祉
茨
木
」
の
発
行
等
、
目
的
に
添
っ
た

各
種
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
赤
い
羽
根
の
共
同
募
金
運
動
実
施
中
〜
　

　
十
月
一
日
か
ら
、
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
募
金
は
、
一
度
大
阪
府
共
同

募
金
会
に
全
額
送
金
し
、
翌
年
度
に
府
内
の

福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
社
会
福

職員震災派遣報告第２弾

仮設住宅への支援活動

近畿南部を襲った台風災害について
  ９月３日に甚大な被害をもたらした台
風12号をうけて、大阪府下の市町村社
協では、和歌山県日高川町災害ボラン
ティアセンターを中心に運営支援を行い
ました。茨木市社協でも、ボランティア
や義援金に関する情報をホームページで
公開したり、窓口にて募金箱を設置し、
支援を呼びかけています。

地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
協
力
を
！
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　西地区福祉委員会では、毎年 11月に地区
文化祭に参加し、模擬店 ( たこ焼き ) と工
作コーナーを出店しています。
　たこ焼きは行列ができるくらい好評で、
工作コーナーでは、折り紙でサンタクロー
スを作りました。親子の参加をはじめ大勢
の方で賑わっています。
　毎年2月には、小学校6年生を送る催しとして、
『餅つき』の体験学習を実施しています。
　餅ができあがるまでの工程を説明を交えながら、蒸
籠や釜などを使ったり、杵と臼で餅をつくなど、子ど
も達と一緒に取り組みます。
　先生や保護者の方々も一緒になって、豆やミカンを
入れたり、きな粉や納豆を付けて食べてもらい、大変
楽しい学習と交流の場となっています。
　この他にも、子育て支援やふれあい広場なども行っ
ており、参加される地域の方々の笑顔と喜びの声を聴
くことで、元気と若さをいただいています。
  これからも地域のふれあいの場を大切に、活動を推
進していきたいと思います。

　水尾地区福祉委員会では、地域活性化の
ための様々な行事を行っています。
　90 名の福祉委員で、年間 27 回の行事を
行っていますが、その中でも、今年で 17 回

目を迎えるチャリティカラオケ発表会は、年々
盛り上がりを見せ、150 名の出演者枠はすぐに一杯

になり、この日のために何ヶ月も練習を重ねる方々に
とっては、まさに生きがい作りそのものになっています。
　また、集まった資金を子ども会や社協などの地域福
祉活動に活用してもらうことで、地域活性化の大きな原
動力になっていると感じています。
　その他にも、単身高齢者向けの手作り食の会食・配
食サービスを年 9 回実施したり、年 2 回発行の福祉新
聞も、取材から印刷まで全て手作りで発行しています。
　他に、年 7回実施している「いきいきふれあいサロン」
は、地域の皆様と触れ合える大切な行事として、取り組
んでおり、今年初めて、3 歳以下の子どもを持つ父母を
対象に子育てサロンを行ったところ、100 名もの参加者
があり、余りの反響に 11 月 30 日にも再度実施するこ
とにしました。
　地域福祉の目的
は誰もが住みやす
い街づくりですの
で、今後も地域の
ニーズに沿った活
動を進めていきた
いと思っています。

　春日地区福祉委員会ボランティア部会は、主たる活
動として毎月第 2 土曜日に「いきいきサロン」を開催し
ています。
　65歳以上のお年寄りが対象で、地域のボランティア
グループに協力をいただき〝コーラス〟〝フラダンス〟
〝盆踊り〟〝ハープ〟〝トーンチャイム〟〝大正琴〟な
どの催しや、文化展に向けての作品づくりを行っ
ています。
　毎回参加された皆さんには、笑顔いっぱ
いで楽しんでいただいております。

地域の皆様に元気を
いただいています

住みやすい街づくりを
目指します

地域交流の場を
地域の力で

　高齢化が進む中、この「いきいきサロン」がお年寄り
同士の交流の場、またお年寄りと地域を結ぶ場として、
これからも多くの方が参加し、誰もが協力していただ

ける場となる様、活
動を広めていきたい
と思います。

春日
地区

水尾
地区

西
地区

阪急
茨木市駅

JR茨木駅

西 春日

水尾

��������� � � � �



ご利用くださいご協力ありがとうございます 善意銀行報告〈167〉
（平成23年5月～平成23年8月分）
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至
J
R
茨
木
駅

市
役
所

養精中

中
央
公
園

中
央
公
園

市
民
会
館

（
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ル
）

至
阪
急
茨
木
市
駅

桜
通
り

川
端
通
り

福祉文化会館
（オークシアター）
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